
　
　
　
　
　

財団法人電源地域振興センター　
東京都港区浜松町 1-18-16 住友浜松町ビル６Ｆ

センター掲示板

電気のふるさと vol.9 12

from the Center

13 電気のふるさと vol.9

相
談
窓
口
の
ご
案
内

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

 　

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

振
興
業
務
課

　

電
話
：
０
３
‐
５
４
０
５
‐
８
１
１
５　
　

　

e-m
ail

：youbou@
dengen.or.jp

ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

　

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

普
及
啓
発
課

　

電
話
：
０
３
‐
５
４
０
５
‐
８
１
２
８

　

e-m
ail

：enepla@
dengen.or.jp

ま
で

相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て
、対
話
風
景

　

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日

（木）
・
二
日

（金）

の
両
日
、
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
委
託
を
受
け
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ

２
０
０
７
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

 

こ
の
事
業
は
、
全
国
の
電
源
立
地
地
域

の
自
治
体
職
員
や
地
域
振
興
の
関
係
者
を

対
象
と
し
て
、
地
域
振
興
に
資
す
る
講
演

及
び
地
域
振
興
の
先
進
事
例
の
紹
介
・
情

報
提
供
等
の
内
容
に
よ
る
検
討
会
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
参
加
者
の
地
域
振
興

に
関
す
る
実
践
力
を
高
め
、
自
治
体
職
員

間
等
の
情
報
交
換
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
多
数
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

開
催
地
：	

東
京
都
目
黒
区

	

こ
ま
ば
エ
ミ
ナ
ー
ス

主　
　

催
：	

経
済
産
業
省

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

　

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

立
地
審
査
課

　

電
話
：
０
３
‐
５
４
０
５
‐
８
１
１
３　
　

　

e-m
ail

：ritti@
dengen.or.jp

ま
で

　

本
制
度
は
、
原
子
力
立
地
地
域
に
お
け

る
雇
用
機
会
の
創
出
と
産
業
振
興
を
図
る

た
め
、雇
用
の
増
加
を
生
む
企
業
に
対
し
て
、

一
定
期
間
に
わ
た
っ
て
、
企
業
の
支
払
っ

た
電
気
料
金
に
基
づ
き
、
道
府
県
が
給
付

金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー

で
は
道
府
県
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
交
付

事
務
・
審
査
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
下
期
募
集
は
、
平
成
19
年

10
月
頃
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

●
交
付
対
象
地
域

電
源
地
域
の
う
ち
一
定
規
模
以
上
の
原
子
力
発
電
施

設
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
の
設
置
が
行
わ
れ
て
い

る
地
域
ま
た
は
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
地
域
。

●
主
な
補
助
要
件

【
電
力
契
約
】

新
規
立
地
ま
た
は
増
設
に
伴
う
電
力
契
約
の
新
設

ま
た
は
増
設
を
し
て
い
る
こ
と
。

【
対
象
と
な
る
電
気
料
金
】

①
平
成
19
年
４
月
１
日
～
９
月
30
日
に
支
払
っ
た

電
気
料
金
で
あ
る
こ
と
。

②
申
請
者
が
直
接
契
約
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

③
産
業
用
途
の
電
力
契
約
で
、
臨
時
契
約
等
期
間

に
制
限
が
あ
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

【
雇
用
】

雇
用
者
（
雇
用
保
険
の
一
般
被
保
険
者
）
が
３
人

以
上
増
加
す
る
こ
と
。

●
交
付
対
象
期
間

初
回
申
請
か
ら
原
則
８
年
の
間
で
、
条
件
を
満
た
す

期
間
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
前
述
の
と
お
り
、
電
気
料

金
の
支
払
実
績
に
基
づ
い
て
金
額
が
決
ま
り
ま
す
の

で
、
都
度
（
通
常
上
期
・
下
期
の
年
２
回
）
申
請
し

て
頂
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
交
付
限
度
額

次
の

（１）
、（２）
の
う
ち
低
い
額
を
交
付
限
度
額
と
し
ま
す
。

※１. 対象期間に支払った税額等を除く電気料金（ただし、増設
の場合は既設相当分を除く）

※２. ※１の支払月における契約電力の平均（ただし、増設の場
合は既設相当分を除く）

※３. ※１の電気料金支払月数
※４. 交付対象地域により、算定単価Ａまたは算定単価Ｂが適用

されます。
※５. ※２の契約電力と下表の区分に応じた契約電力の上限のう

ち、いずれか低い数値とします。
	

※６. 電源立地地域対策交付金の交付対象地域における交付金単価

区分
算定単価（※４）

Ａ Ｂ
1,500 円未満 750 円 375 円

1,500 円以上 2,500 円未満 1,000 円 500 円

2,500 円以上 3,500 円未満 1,500 円 750 円

3,500 円以上 4,500 円未満 2,000 円 1,000 円

以後、1,000 円ごとに区分 以後、500 円ずつ加算 以後、250 円ずつ加算

（２） 実支払電気料金（※１）

（１）式①により求めた金額を、表①の区分に当てはめ算定単価を求める。次に式②に算定単価を当てはめ、金額を算定します。

実支払電気料金（※１）

需給契約に基づく契約電力（※２）×電気料金支払月数（※３）

式①

契約電力（※５）×【算定単価Ａ又はＢ－交付金単価（※６）】×月数（※３）

区分 上限
３人以上 20 人未満 1,500kW
20 人以上 2,500kW

表①

式② ←ここで算出された金額が（１）の値

平
成
19
年
度
下
期
原
子
力
発
電
施
設
等

周
辺
地
域
企
業
立
地
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
２
０
０
７
」

開
催
の
お
知
ら
せ

日程 プログラム 時間 会場

11月１日（木）

開会式 15：15 ～ 15：25

こまばエミナース
大ホール

オリエンテーション 15：25 ～ 15：30

基調講演 15：40 ～ 16：25

パネルディスカッション 16：25 ～ 17：10

交流会※ 17：30 ～ 19：00 ダイヤモンド・ルーム

11月2日（金）

地
域
振
興
事
業
検
討
会

体験交流事業検討会

9：30 ～ 16：30

鳳凰の間

広域観光検討会 飛鳥の間

漁業振興検討会 孔雀の間

特産品開発検討会 瑞鶴の間

交流事業開発検討会 東雲の間

循環型地域づくり検討会 ダイヤモンドルーム

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
人
形
劇
」上
演
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
度
、
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
の
委
託
を
受
け
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
人

形
劇
」
を
上
演
い
た
し
ま
す
。

　

 

こ
の
事
業
は
、
原
子
力
発
電
施
設
等
の

新
規
立
地
・
増
設
予
定
地
域
、
プ
ル
サ
ー

マ
ル
計
画
の
実
施
が
見
込
ま
れ
る
立
地
地

域
及
び
既
設
立
地
地
域
の
次
世
代
を
担
う

子
供
達
が
、
将
来
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
子
力
、

環
境
問
題
等
に
つ
い
て
適
切
な
判
断
・
行

動
が
で
き
る
よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原

子
力
、
環
境
問
題
等
へ
の
関
心
を
喚
起
し
、

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
と
理
解
促
進
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
併
せ
た
上
演
も
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
来
場
い
た
だ
き
、

ご
覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

対　
　

象
：	

未
就
学
児
・
小
学
生
（
一
年

～
三
年
）
お
よ
び
保
護
者

イベント名 お問い合わせ先 日　程 上演回数

青森県むつ市「消費生活展」
むつ市商工観光課
0175-22-1111

10 月 6 日（土）　

午前、午後の計２回 /

各回３０分程度

福井県高浜町「親子ふれあい広場」
高浜町教育委員会事務局

0770-72-2888
10 月 21 日（日）

愛媛県伊方町「町民文化祭」
伊方町政策推進課原子力対策室

0894-38-0211
10 月 28 日（日）

福島県大熊町「ふるさとまつり」
大熊町商工会観光協会事務局

（大熊町商工会内）
0240-32-2870

11 月 3 日（土）

静岡県御前崎市「産業まつり」
御前崎市商工観光課

0537-85-1135
11 月 25 日（日）

■「
エ
ネ
ル
ギ
ー
人
形
劇
」の
お
問
い
合
わ
せ
先
■

　

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

普
及
啓
発
課

　

電
話
：
０
３
‐
５
４
０
５
‐
８
１
２
８　
　

　

e-m
ail

：fukyu@
dengen.or.jp

ま
で

増
上
寺

Ｊ
Ｒ
浜
松
町
駅

地
下
鉄
都
営
三
田
線
御
成
門
駅

地
下
鉄
都
営
浅
草
線
大
門
駅

交番

地下鉄都営大江戸線大門駅

第
一
京
浜

至
東
京

至
品
川

世
界
貿
易

セ
ン
タ
ー
ビ
ル

増
上
寺

Ｊ
Ｒ
浜
松
町
駅

地
下
鉄
都
営
三
田
線
御
成
門
駅

地
下
鉄
都
営
浅
草
線
大
門
駅

交番

地下鉄都営大江戸線大門駅

第
一
京
浜

至
東
京

至
品
川

世
界
貿
易

セ
ン
タ
ー
ビ
ル

イベントの詳しい開催場所や上演時間につきましては、各市町村担当窓口までお問い合わせください。

※交流会は（財）電源地域振興センター主催
●詳細は当センター HP → http://www.dengen.or.jp/ をご覧ください。

　

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
電
源
市
町
村

が
抱
え
る
問
題
や
課
題
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
相

談
や
要
望
が
受
け
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

相
談
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

　

相
談
窓
口
は
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
内
に
直

接
対
話
で
き
る
よ
う
「
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
置
し
、
問
題
解
決
や
課
題
克
服
に
向

け
て
当
セ
ン
タ
ー
の
持
つ
豊
富
な
情
報
を
提

供
し
な
が
ら
、
解
決
策
を
見
出
す
支
援
を

い
た
し
ま
す
。

　

東
京
へ
お
越
し
の
際
に
は
、
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

　

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
強
化
事
業

　

ま
た
、
相
談
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談

や
要
望
に
応
え
て
い
く
た
め
、
一
市
町
村

当
た
り
三
回
を
上
限
と
し
て
専
門
指
導
員

を
派
遣
い
た
し
ま
す
。
当
事
業
に
は
二
通

り
の
活
動
内
容
が
あ
り
ま
す
。

【
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
強
化
活
動
】

　

電
源
地
域
の
皆
様
が
抱
え
る
問
題
の
解
決
や
課
題
の

克
服
を
目
的
と
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相

談
や
要
望
に
対
し
、
必
要
に
応
じ
て
内
容
に
適
し
た
専

門
指
導
員
を
選
定
し
、皆
様
の
市
町
村
へ
直
接
、派
遣（
ア

ド
バ
イ
ス
）を
行
う
。

【
サ
ポ
ー
ト
活
動
】

　

過
年
度
に
当
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
調
査
事
業
（
電

源
地
域
振
興
指
導
事
業
）
の
成
果
を
具
現
化
す
る
た
め

の
地
元
市
町
村
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
各
分
野
の
専

門
の
指
導
員
を
活
用
し
、
よ
り
効
果
的
な
地
域
振
興
の

取
り
組
み
が
継
続
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
支
援
活
動
の

質
的
充
実
・
強
化
に
努
め
ま
す
。
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「
新
潟
県
柏
崎
市
・
刈
羽
村
震
災
復
興
事
業
」

を
実
施
し
ま
し
た

　

新
潟
県
・
柏
崎
商
工
会
議
所
か
ら
の
要

請
を
受
け
て
、
平
成
十
九
年
八
月
二
十
二

日
（水）
か
ら
二
十
六
日

（日）
の
間
、イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
堂
ら
ら
ぽ
ー
と
横
浜
店
イ
ベ
ン
ト
会
場

に
て
、「
新
潟
県
柏
崎
市
・
刈
羽
村
震
災

復
興
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
に
は
柏
崎
市
・
刈
羽
村

の
P
R
と
し
て
、
震
災
時
か
ら
復
興
に
向

け
て
の
様
々
な
活
動
や
復
興
状
況
の
写
真

を
パ
ネ
ル
に
し
展
示
し
ま
し
た
。
来
場
者

か
ら
は
「
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
知
る
情
報
と

異
な
り
、
パ
ネ
ル
写
真
を
目
の
当
た
り
に

す
る
と
被
害
の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
」

と
の
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、
多
数
の
来
場

者
が
パ
ネ
ル
の
前
で
足
を
止
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、

二
十
五
日
、

二
十
六
日

の
両
日
に

は
、
パ
ネ

ル
展
示
と

合
わ
せ

て
、
柏
崎

市
の
十
四

事
業
者
を

対
象
に
、「
対
面
販
売
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
実

施
し
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
バ
イ
ヤ
ー
や
催

事
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
商
品
陳
列
や
商

品
P
R
の
仕
方
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

り
ま
し
た
。

　

初
日
よ
り
、
米
や
海
産
物
な
ど
の
追
送

が
か
か
る
ほ
ど
、
予
想
を
上
回
る
売
れ
行

き
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
こ
の
度
の
新

潟
県
中
越
沖
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復

興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
委

託
を
受
け
、
七
月
三
十
日

（月）
、
三
十
一
日

（火）
の
両
日
、「
夏
休
み
親
子
体
験
学
習
会
２

０
０
７
in
東
京
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
原
子
力
発
電
施
設
等
の

新
規
立
地
・
増
設
予
定
地
域
、
プ
ル
サ
ー

マ
ル
計
画
の
実
施
が
見
込
ま
れ
る
立
地
地

域
及
び
既
設
立
地
地
域
の
次
世
代
を
担
う

子
供
達
が
、
将
来
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
子
力
、

環
境
問
題
等
に
つ
い
て
適
切
な
判
断
、
行

動
が
で
き
る
よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原

子
力
、
環
境
問
題
等
へ
の
関
心
を
喚
起
し
、

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
と
理
解
促
進
を

目
的
と
す
る
も
の
で
、
厳
正
な
抽
選
で
選

ば
れ
た
小
学
校
四
～
六
年
生
の
親
子
二
十

六
組
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

三
十
日
は
渋

谷
に
あ
る
電
力

館
で
原
子
力
・

地
球
環
境
に

つ
い
て
楽
し
く

学
ぶ
と
と
も
に
、

夜
は
手
回
し

発
電
機
を
使
っ

た
鉄
道
模
型

レ
ー
ス
「
電
車
で

G
O
！
」
の
中
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
ク
イ

ズ
を
実
施
し
、
子

供
達
の
交
流
を
深

め
な
が
ら
楽
し
く

学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
間
、
保
護
者
は
経
済
産
業

省
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、
日
頃
感

じ
て
い
る
疑
問
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

三
十
一
日
は
科
学
技
術
館
で
放
射
線
や

原
子
力
の
し
く
み
な
ど
に
つ
い
て
知
識
を

深
め
て
い
た
だ
い
た
後
、
小
森
栄
治
先
生

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
プ

ル
サ
ー
マ
ル
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

電
力
館
で
発
電
機
に
つ
い
て
学
習

▲
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
鉄

道
模
型
を
走
ら
せ
る

▲

最
終
日
、小
森
先
生
と

一
緒
に
集
合
写
真

●経済産業省（平成19年５月～７月）抄	 	
○平成19年6月17日付発令
氏名	 （新）	 （旧）	
中村　講治	 資源エネルギー庁電力・ガス	 資源エネルギー庁
	 事業部電源地域整備室長	 長官官房会計室長
草野　祥二	 辞職	 資源エネルギー庁電力・ガス
	 	 事業部電源地域整備室長

○平成19年7月1日付発令	
野口　哲男	 中部経済産業局地域経済部長	 大臣官房参事官（原子力立地担当）兼
	 	 電力・ガス事業部付

○平成19年7月9日付発令	
舟木　　隆	 中小企業基盤整備機構（理事）	 資源エネルギー庁電力・ガス事業部長

○平成19年7月10日付発令	
寺坂　信昭	 大臣官房商務流通審議官	 原子力安全・保安院次長
薦田　康久	 原子力安全・保安院長	 原子力安全・保安院審議官
	 	 （原子力安全・核燃料サイクル担当）
広瀬　研吉	 辞職	 原子力安全・保安院長
木村　雅昭	 大臣官房審議官（商務情報政策局担当）	 資源エネルギー庁長官官房総合政策課長
宮川　正	 経済産業政策局経済産業政策課長	 資源エネルギー庁電力・ガス事業部政策課長
柳瀬　唯夫	 経済産業政策局企業行動課長	 資源エネルギー庁電力・ガス事業部原子力政策課長
赤津　光一郎	 東北経済産業局長	 大臣官房参事官
	 	 （商務流通グループ・総合調整担当）
藤田　昌宏	 関東経済産業局長兼総務企画部長	 内閣官房内閣審議官（内閣官房副長官
	 	 補付）・知的財産戦略推進事務局次長
大辻　義弘	 中部経済産業局長	 大臣官房審議官（経済産業政策局担当）
杉田　定大	 中国経済産業局長	 内閣官房内閣参事官（内閣官房副長官
	 	 補付）・知的財産戦略推進事務局参事官
細川　政弘	 四国経済産業局長	 経済産業政策局調査統計部長
谷　　重男	 九州経済産業局長	 内閣府大臣官房審議官（科学技術政策担当）
安藤　久佳	 資源エネルギー庁長官官房総合政策課長	 製造産業局鉄鋼課長
西山　英彦	 資源エネルギー庁電力・ガス事業部長	 大臣官房総務課長
後藤　　収	 資源エネルギー庁電力・ガス事業部政策課長	 資源エネルギー庁電力・ガス事業部
	 	 電力基盤整備課長
吉野　恭司	 資源エネルギー庁電力・ガス事業部	 資源エネルギー庁電力・ガス事業部
	 電力基盤整備課長	 放射性廃棄物等対策室長
高橋　泰三	 資源エネルギー庁電力・ガス事業部	 製造産業局産業機械課長
	 原子力政策課長
渡邊　厚夫	 資源エネルギー庁電力・ガス事業部	 大臣官房付
	 放射性廃棄物等対策室長
鈴木　正徳	 原子力安全・保安院次長	 内閣官房内閣審議官（内閣官房副長官補付）・
	 	 行政改革推進事務局特殊法人等改革推進室次長
佐藤　樹一郎	 経済産業研究所（副所長）	 中部経済産業局長
長谷川　英一	 大臣官房付・辞職	 東北経済産業局長
脇本　眞也	 大臣官房付・辞職	 関東経済産業局長
宮下　英治	 大臣官房付・辞職	 中国経済産業局長
塚本　芳昭	 大臣官房付・辞職	 四国経済産業局長
川口　　修	 大臣官房付・辞職	 九州経済産業局長

人事往来

【
Ｖ
ｏ
ｌ
・
８ 

読
者
の
声
か
ら
】

●
「P

ickU
p！

」
で
取
り
上
げ
た
産
学
官
連
携
で
漆

器
産
業
の
活
性
化
に
取
り
組
む
会
津
若
松
市
「
會’

s
N
E
X
T
」事
業
の
記
事
を
拝
読
い
た
し
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
枠
を
越
え
、
そ
の
先
の
本
当
に
良
い
も

の
を
追
求
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
　

私
の
住
む
洞
爺
湖
町
で
は
来
年
の
サ
ミ
ッ
ト
を

控
え
、
世
代
や
職
柄
の
枠
を
越
え
て
、
ふ
る
さ
と

の
良
い
点
、
誇
り
に
な
る
点
を
見
直
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
北
海
道
洞
爺
湖
町　

女
性
）

●電源立地都道府県知事（平成19年5月～ 7月選挙分）
都道県名	 氏名	 当選月日

青森	 三村　申吾	 6月3日

群馬	 大澤　正明	 7月22日

●電源地域市町村首長（平成19年5月～ 7月選挙分）
市町村名	 氏名	 当選月日

市原市（千葉）	 佐久間　隆義	 5月27日

三沢市（青森）	 種市　一正	 6月10日

北茨城市（茨城）	 豊田　稔	 6月10日

加西市（兵庫）	 中川　暢三	 6月17日

大月市（山梨）	 石井　由己雄	 7月1日

南山城村（京都）	 手仲　圓容	 6月24日

加美町（宮城）	 佐藤　澄男	 6月17日

川井村（岩手）	 内舘　勝則	 7月1日

むつ市（青森）	 宮下　順一郎	 7月15日

美濃市（岐阜）	 石川　道政	 7月15日

瑞浪市（岐阜）	 水野　光二	 7月22日

東浦町（愛知）	 井村　徳光	 7月24日

日田市（大分）	 佐藤　陽一	 7月29日

忍野村（山梨）	 天野　康則	 7月29日

那珂川町（福岡）	 後藤　良助	 7月29日

平田村（福島）	 澤村　和明	 7月29日

藤里町（秋田）	 石岡錬一郎	 7月31日

【
お
知
ら
せ
】

　

前
号「
電
気
の
ふ
る
さ
とvol.8

」の
巻
頭
ペ
ー

ジ「
人
」に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
下
平
尾
勲

（
し
も
ひ
ら
お
・
い
さ
お
）さ
ん
が
９
日
、内
臓
疾

患
の
た
め
享
年
六
十
九
歳
に
て
、
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

　

ご
執
筆
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
折
に
は
、

と
て
も
元
気
な
ご
様
子
で
し
た
の
で
、
突
然
の

訃
報
に
接
し
、
セ
ン
タ
ー
一
同
悲
し
み
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と

と
も
に
、
生
前
の
ご
厚
誼
を
深
謝
し
、
謹
ん
で

皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

【
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

　

今
号
の
特
集「P

ick U
p!

」に
ご
登
場
い
た
だ

き
ま
し
た
高
知
県
黒
潮
町
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

「
お
お
が
た
は
が
き
」を
五
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
た
し
ま
す
。

　

と
じ
込
み
の
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
に
本
紙
へ

の
ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
を
ご
記
入
の
上
、
平

成
十
九
年
十
月
二
十
日（
消
印
有
効
）ま
で
に
お

送
り
く
だ
さ
い
。な
お
、
当
選
の
発
表
は
発
送

を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「おおがたはがき」とは、砂浜美術
館オリジナルの 36.5cm×51.5cm サ
イズのハガキです。
我が家のテレビ画面より“おおがた”
かも。
ポスターとして部屋に飾るもよし、
140 円切手を貼って送るのもよし！砂
浜美術館の素晴らしいアートがご覧
いただけます。
どんなアートが届くかは、当選しての
お楽しみです (^^)

「
夏
休
み
親
子
体
験
学
習
会
２
０
０
７
in
東
京
」を

 

開
催
し
ま
し
た


